
関西大学で開発された「関大メディカルポリマー（KUMP）」
を基軸とし、3つのM（Materials, Mechanics, Medicine）
で「人に届く」医療器材および治療・診断システムを開発して
社会に貢献したい
　関西大学では、先端科学技術推進機構に設置された医工
薬連携研究センターにおいて、医療の進歩のための革新的技
術の開発に寄与するべく、関大で開発されたメディカルポリマー

（KUMP）を活用した医療器材の開発と人材育成にも努めて
います。
　現在の日本では、研究から実用化への流れがスムーズ
ではないという一面があります。そこで私たちは、材料化
学者(Materials Chemists)、機械工学者(Mechanical 
Engineers)および臨床医(Medical Doctors)の間の垣根を
取り払い、同じ目標を持って研究を進めることが必要だと考えま
した。
　そして機は熟したと考えています。材料化学者および機械工
学者と臨床医の三者が、自分の立場だけから意見を言い合う
一方通行のやり取りではなく、お互いに、現状と課題を知る機会
を重ね、ようやく同じ目標と問題意識を持って研究を進める基
盤ができつつあります。
　本プロジェクトでは、現在日本が抱えている医療における問
題を打破するため、関大メディカルポリマーを設計・合成する私
たち材料化学者と、そのデバイス化・システム化を実現する機
械工学者が連携し、現場の臨床医からのニーズを受けて研究
を進め、3つのM(Materials, Mechanics, Medicine)で「人

（患者と臨床医）に届く」医療器材を開発します。

　私たちの研究が、実際に商品化され、本当の意味で患者さん
の負担の軽減に寄与できるように、また、ニッポンが、そして関
西大学が、得意とする「ものづくり」が、いかに医療に貢献でき
るかを広く社会に向けて発信して日本の産業の現場を元気に
すべく、全学的に展開して参ります。

未来医療を創出し「人に届く」関大メディカルポリマー
　今日の超高齢化社会に必要な医療は、治療と診断における患
者さんの肉体的・精神的・経済的負担を軽減することです。この
ため、侵襲の程度が低い（低侵襲）治療と診断を実現する医療機
器の開発が喫緊の課題です。現在の医療は、手術時の開口部を
小さくしたり、投薬の量や回数を減らしたりする方向へと進んでい
ます。こうした低侵襲または非侵襲の治療を実現する医療機器を
使用することによって、治療中はもちろん患者さんの予後のQOL

（Quality of Life）を向上させることができます。このプロジェクト
では、まさにこのような医療器材と医療システムの開発をめざして
います。
　一方、わが国では、医療機器のほとんどを輸入に頼っていること
が医療費総額を押し上げる一因となっており、“メイド・イン・ジャパ
ン”の医療機器の開発が望まれています。
　このような背景から関西大学では“KU-SMART（Kansai 
University Smart Materials for Advanced and Reliable 
Therapeutics）プロジェクト”を始動し、大阪医科大学と強固な医
工連携体制を築き、現場の臨床医からのニーズに基づいて、医療
用の材料・システムを開発し、国際競争力のある医療機器として製
品化し、臨床現場（人＝患者と医師）に届ける研究を進めています。
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学長のリーダーシップの下、学部長・研究科長会議（大学執行
部・学部長等がメンバー）およびその下部組織である研究推進
委員会（研究担当副学長、各学部副学部長等がメンバー）が、
大学全体のブランド戦略の方向性を総合的に判断し、本事業
を選定しました。実質的には、研究推進委員会が全学的な研究
戦略を始め研究全般にかかわる事項を審議しています。

本事業専属のＵＲＡおよびコーディネーターを配置するととも
に、研究活動を支援する事務組織（先端機構グループ、社会連
携グループ、研究支援グループ）が連携して、機関経理、技術
移転、知財管理、研究成果発信など担当し、全面的にバックアッ
プする体制を整備しています。

外部資金審査・評価部会（副学長の下に副学長指名メンバー
若干名で構成）が、進捗状況評価および事後評価を行い学長
に報告します。学長から事業推進代表者にフィードバックおよび
必要な提言を行います。

当該分野の専門家を外部評価者として選定し、①研究成果お
よびその測定方法等についての意見を聴取し、②本事業の進
捗状況及び成果について、年１度、専門的かつ俯瞰的視座から
点検評価を行います。

広報専門部会は、常任理事会の下に設置し、常務理事、担当
副学長、有識者、広報課職員等で構成しています。全学的な事
業として優先的に支援するため、戦略的広報活動のパートナー
業者（広告代理店）が、各年度に実施するアンケート調査等に
より、研究ブランディング活動の効果測定・検証を行います。そ
の結果を受けた学長および同部会は、次年度以降の取組の検
討・整理を継続して行います。

研究面では、大阪医科大学等との共同研究の他、クレムソン大
学等海外研究機関との国際共同研究および医療機器メーカー
等開発企業と事業化に向けた有機的連携を図っており、人材
育成の観点では、大阪医科大学との大学院生の交換派遣に加
えて、タイのチュラロンコン大学、タマサート大学、米国クレムソ
ン大学に学部生・大学院生の派遣を実施しています。

学内実施体制

研究支援体制

外部評価体制

戦略的広報活動及び評価

学外との連携

３. 事業実施体制

自己点検・評価
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